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(57)【要約】
【課題】シーリングファンの清掃時に塵が舞うことを抑
えることが可能なシーリングファン用清掃具を提供する
。
【解決手段】電気掃除機の吸引管に接続されて電気掃除
機の吸引力によってシーリングファンを清掃するシーリ
ングファン用清掃具１０であって、シーリングファンの
回転翼を挟んで互いに向い合う一対の中空アーム２１，
２２と、一対の中空アーム２１，２２の少なくとも１つ
と吸引管とを連結する中空の連結部とを備え、一対の中
空アーム２１，２２の各々は、互いが連通するように連
結され、連結部は、一対の中空アーム２１，２２の各々
と吸引管とを連通し、一対の中空アーム２１，２２の各
々には、他の中空アームと向い合う部位に、中空アーム
の内部と中空アームの外部とを連通する吸引孔とブラシ
Ｂｒ１，Ｂｒ２とが形成されている。
【選択図】図２



(2) JP 2012-115288 A 2012.6.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気掃除機の吸引管に接続されて該電気掃除機の吸引力によってシーリングファンを清
掃するシーリングファン用清掃具であって、
　前記シーリングファンの回転翼を挟んで互いに向い合う一対の中空アームと、
　前記一対の中空アームの少なくとも１つと前記吸引管とを連結する中空の連結部とを備
え、
　前記一対の中空アームの各々は、互いが連通するように連結され、
　前記連結部は、前記一対の中空アームの各々と前記吸引管とを連通し、
　前記一対の中空アームの各々には、他の前記中空アームと向い合う部位に、該中空アー
ムの内部と該中空アームの外部とを連通する吸引孔とブラシとが形成されている
　ことを特徴とするシーリングファン用清掃具。
【請求項２】
　前記一対の中空アームでは、
　一方の前記中空アームが他方の前記中空アームに対して回転可能に連結されている
　請求項１に記載のシーリングファン用清掃具。
【請求項３】
　前記一対の中空アームは、
　前記連結部が連結される第１の中空アームと、
　前記連結部が連結されない第２の中空アームとから構成され、
　前記第１の中空アームには、
　前記一対の中空アームが互いに向い合う状態にて前記第２の中空アームと連通し、且つ
、前記一対の中空アームのなす角度が該状態から大きくなることにより前記第２の中空ア
ームによって塞がれる連通口が形成されている
　請求項２に記載のシーリングファン用清掃具。
【請求項４】
　前記連結部は、
　前記一対の中空アームのいずれか一方に回転可能に連結される
　請求項１～３のいずれか一項に記載のシーリングファン用清掃具。
【請求項５】
　前記連結部は、
　前記一対の中空アームのいずれか一方に第１回転軸を介して回転可能に連結された第１
連結管と、
　前記第１回転軸と交差する第２回転軸を介して前記第１連結管に回転可能に連結された
第２連結管とを備える
　請求項１～４のいずれか一項に記載のシーリングファン用清掃具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機の吸引管に接続されて該電気掃除機の吸引力によってシーリング
ファンを清掃するシーリングファン用清掃具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば特許文献１に記載のように、蛍光管に付着した塵を集塵する蛍光管用
清掃具が知られている。特許文献１に記載の蛍光管用清掃具では、電気掃除機の吸引ホー
スと連通する筒状の柄を介して、該柄の先端に連結されたヘッド部と上記電気掃除機とが
連通している。また、上述したヘッド部には、断面がＵ字状に形成される払拭部が、例え
ば蛍光管の長手方向に沿って形成されている。この払拭部の内表面には、蛍光管に付着し
た塵を除去するためのブラシが植設されている。また、払拭部において互いに向かい合う
一対の対向壁のうち、一方の対向壁には、上述した柄の先端に連通する一つの吸引口が開
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口している。そして、上記吸引口を有する対向壁が蛍光管の下方に配置され、且つ、上記
吸引口を有しない対向壁が蛍光管の上方に配置される態様で、払拭部のブラシが蛍光管の
表面を摺動する。これによって、蛍光管に付着した塵が該蛍光管から除去されるとともに
、互いに向かい合う対向壁の間においては、このようにして除去された塵が下方の吸引口
から吸引される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１８３７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述した蛍光管が照明用の灯具として取り付けられる天井には、蛍光管の他
、室内の空気を循環させて空調効率を高めるシーリングファンが吊り下げられることも少
なくない。また、近年では、照明用の灯具と一体となったシーリングファンも広く用いら
れるようになっている。この点、上述した構成からなる蛍光管清掃具であれば、吸引口を
有する対向壁が清掃対象の下方に配置され、且つ、吸引口を有しない対向壁が清掃対象の
上方に配置されるため、例えばシーリングファンの回転翼をも清掃することが可能である
。
【０００５】
　しかしながら、上述したように、塵を吸引する吸引口は、回転翼の下方に配置される対
向壁にのみ形成されている。そのため、回転翼の下側に飛散する塵を吸引口で効率よく集
塵することは可能であるものの、回転翼の上側に飛散する塵を該吸引口で集塵することは
困難である。そのうえ、このような回転翼の上側には、通常、回転翼の下側よりも多くの
塵が積もることになる。それゆえに、シーリングファンが清掃される都度、吸引口で集塵
されない多くの塵が、シーリングファンから舞い落ちることとなる。
【０００６】
　本発明は、こうした実情に鑑みてなされたものであり、シーリングファンの清掃時に塵
が舞うことを抑えることが可能なシーリングファン用清掃具を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明におけるシーリングファン用清掃具は、電気掃除機の吸引管に接続されて該電
気掃除機の吸引力によってシーリングファンを清掃するシーリングファン用清掃具として
、前記シーリングファンの回転翼を挟んで互いに向い合う一対の中空アームと、前記一対
の中空アームの少なくとも１つと前記吸引管とを連結する中空の連結部とを備え、前記一
対の中空アームの各々は、互いが連通するように連結され、前記連結部は、前記一対の中
空アームの各々と前記吸引管とを連通し、前記一対の中空アームの各々には、他の前記中
空アームと向い合う部位に、該中空アームの内部と該中空アームの外部とを連通する吸引
孔とブラシとが形成されていることを要旨とする。
【０００８】
　この発明によれば、回転翼において互いに対向する一対の主面は、一対の中空アームの
ブラシによって払拭される。また、一対の中空アームの各々の内部空間が電気掃除機の吸
引管に連通するため、一対の中空アームの各々では、該中空アームの払拭によって除去さ
れた塵の殆どが、該中空アームの吸引孔へ集塵される。すなわち、シーリングファンの回
転翼に対し、互いに向い合う２つの方向から塵が吸引される。それゆえに、シーリングフ
ァンの回転翼に対し一つの方向から塵が吸引される場合と比較して、シーリングファンの
清掃時に塵が舞うことを抑えることが可能である。
【０００９】
　この発明におけるシーリングファン用清掃具は、前記一対の中空アームでは、一方の前
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記中空アームが他方の前記中空アームに対して回転可能に連結されているようにすること
が望ましい。
【００１０】
　この発明によれば、一方の中空アームと他方の中空アームとのなす角度が変わるため、
これらのなす角度が大きい状態で一対の中空アームを回転翼に近づけた後、これらのなす
角度を小さくして該回転翼を一対の中空アームで挟むことが可能となる。そのため、回転
翼の形状や配置に合わせて一対の中空アームを配置することが容易となる。また、一対の
中空アームのなす角度が大きい状態で各中空アームから塵を吸引することができるため、
回転翼以外の部位を清掃することも可能である。
【００１１】
　この発明におけるシーリングファン用清掃具は、前記一対の中空アームは、前記連結部
が連結される第１の中空アームと、前記連結部が連結されない第２の中空アームとから構
成され、前記第１の中空アームには、前記一対の中空アームが互いに向い合う状態にて前
記第２の中空アームと連通し、且つ、前記一対の中空アームのなす角度が該状態から大き
くなることにより前記第２の中空アームによって塞がれる連通口が形成されているように
することが望ましい。
【００１２】
　この発明によれば、一対の中空アームのなす角度が大きくなることによって一対の中空
アーム間の連通が遮断されて、これにより、一方の中空アームのみから塵が吸引されるこ
ととなる。そのため、一方の中空アームのみによってシーリングファンの清掃が行われる
場合には、電気掃除機の吸引力が他方の中空アームにて無駄に使用されることがない。
【００１３】
　この発明におけるシーリングファン用清掃具は、前記連結部は、前記一対の中空アーム
のいずれか一方に回転可能に連結されるようにすることが望ましい。
　この発明によれば、吸引管や連結部が固定された状態であっても、これらに対して一対
の中空アームが回転することとなる。吸引管や連結部に対して一方の中空アームが固定さ
れた状態では、掃除対象物の形状に一対の中空アームの配置を合わせるために、吸引管や
連結部の配置まで変える必要がある。この点、上述した構成であれば、一対の中空アーム
に対して連結部が回転する分、吸引管や連結部の配置を変える頻度が少なくなる。それゆ
えに、シーリングファンの清掃に求められる負荷を軽減することが可能となる。
【００１４】
　この発明におけるシーリングファン用清掃具は、前記連結部は、前記一対の中空アーム
のいずれか一方に第１回転軸を介して回転可能に連結された第１連結管と、前記第１回転
軸と交差する第２回転軸を介して前記第１連結管に回転可能に連結された第２連結管とを
備えるようにすることが望ましい。
【００１５】
　この発明によれば、互いに交差する第１回転軸及び第２回転軸を中心として、一対の中
空アームに対し吸引管を回転させることができる。それゆえに、一対の中空アームに対し
互いに交差する二つの回転軸で吸引管が回転する分、吸引管の配置を変える頻度が少なく
なる。それゆえに、シーリングファンの清掃に求められる負荷を軽減することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係るシーリングファン用清掃具がシーリングファンの回転
翼に適用された状態を示す模式図。
【図２】（ａ）は、一対の中空アームにおける蝶番構造が閉じた状態のシーリングファン
用清掃具を斜め下方から見た斜視構造を示す斜視図。（ｂ）は、（ａ）のＡ－Ａ断面を示
す断面図。
【図３】回転連結管が管回転軸によって軸支されている構造を示す斜視図。
【図４】回転連結管がアーム回転軸によって軸支される構造を示す分解斜視図。
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【図５】（ａ）は、第１中空アームをその第２中空アーム側から見た斜視構造を示す斜視
図。（ｂ）は、第２中空アームをその第１中空アーム側から見た斜視構造を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明のおけるシーリングファン用清掃具の一実施形態について図１～図５を参
照して説明する。図１に示されるように、掃除対象物であるシーリングファンＣＦには、
天井Ｃに固定された取り付け部ＣＦ１から円柱状のロッドＣＦ２が鉛直下方に延設されて
いる。このロッドＣＦ２の下端には、同じく鉛直下方に延びる駆動軸を有したモーターＣ
Ｆ３が固設され、また、該モーターＣＦ３の駆動軸には、該駆動軸の径方向に延びる５枚
の回転翼ＣＦ４が等配されている。ちなみに、５枚の回転翼ＣＦ４における主面は、いず
れも水平面に対して１５°だけ傾いている。そして、モーターＣＦ３が正転又は逆転する
と、５枚の回転翼ＣＦ４の回転によって上昇気流又は下降気流が発生して室内の空気が循
環するようになる。
【００１８】
　シーリングファン用清掃具１０は、例えば、床Ｆに置かれた電気掃除機ＣＬの吸引管で
あるホースＨに装着されている。シーリングファン用清掃具１０を構成する柄１１は、ホ
ースＨの開口に下端が差し込まれ、また、柄１１の上端には、一対の中空アームから構成
される払拭部１２が、回転連結管１３を介して連結されている。なお、本実施形態では、
柄１１と回転連結管１３とによって、第２連結管と第１連結管とが構成され、そして、こ
れら柄１１と回転連結管１３とによって、連結部が構成されている。
【００１９】
　（シーリングファン用清掃具１０）
　次に、シーリングファン用清掃具１０を構成する各部の構造について詳しく説明する。
　図２（ａ）に示されるように、柄１１の下側は、下端が開口した円筒状に形成されて、
また、柄１１のうち上側は、上端が開口した矩形筒状に形成されている。こうした柄１１
の下端には、ホースＨ内に挿入される被挿入口１１Ｈが開口し、また、柄１１の上端部に
は、回転連結管１３を介して払拭部１２が連結されている。図２（ｂ）に示されるように
、これら柄１１、回転連結管１３、及び払拭部１２は、互いに連通する中空構造を有して
いる。そして、電気掃除機ＣＬが駆動されると、電気掃除機ＣＬにおける吸引力が、柄１
１及び回転連結管１３の内部を通して、払拭部１２の内部に作用する。
【００２０】
　（連結部：柄１１及び回転連結管１３）
　図３に示されるように、柄１１の上端部で互いに向い合う左右両側面１１Ｌ，１１Ｒに
は、第２回転軸として、一対の管回転軸１１Ａが、各々の軸心を一致させるように凸設さ
れ、また、一対の管回転軸１１Ａの近傍には、一対のストッパ１１Ｓが凸設される。こう
した柄１１の上端部には、その左右両側面１１Ｌ，１１Ｒの一部が覆われるように、矩形
管状の回転連結管１３が連結されている。回転連結管１３のうちで、柄１１の上端部と向
い合う側では、その全体が開口する一方、払拭部１２と向い合う側では、円形孔状の連結
孔１３Ａが貫通している。また、回転連結管１３には、互いに向かい合う左右両側面１３
Ｌ，１３Ｒに、一対の円形孔である軸支孔１３Ｂが、各々の中心を一致させるように貫通
し、また、一対の軸支孔１３Ｂの近傍には、軸支孔１３Ｂを中心にして円弧状に延びるよ
うに、一対のガイド孔１３Ｃが貫通している。そして、柄１１の管回転軸１１Ａが、一対
の軸支孔１３Ｂの各々に挿通され、また、柄１１のストッパ１１Ｓが、一対のガイド孔１
３Ｃの各々に挿通されている。
【００２１】
　このような構成によれば、柄１１の上端部では、左右方向に延びる管回転軸１１Ａを中
心にして回転連結管１３が回転する。この際、ガイド孔１３Ｃ内をストッパ１１Ｓが移動
できる範囲において、回転連結管１３が柄１１に対して回転し、そして、ストッパ１１Ｓ
がガイド孔１３Ｃに当接することによって、回転連結管１３の回転が規制される。
【００２２】
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　（払拭部１２）
　図４に示されるように、払拭部１２は、互いに向い合う一対の中空アームである第１中
空アーム２１と第２中空アーム２２とから構成されている。
【００２３】
　第１中空アーム２１は、前後方向に延びる矩形管状に形成されるとともに、その回転連
結管１３側の端部では、鉛直方向の下方に屈曲している。第１中空アーム２１における回
転連結管１３側の端部には、第１回転軸として、回転連結管１３の連結孔１３Ａに挿通さ
れる中空のアーム回転軸２１Ａが、回転連結管１３側に向けて凸設されている。このアー
ム回転軸２１Ａを構成する周壁には、その軸方向に延びる複数のスリットが周方向に等配
されて、また、これらのスリットによって分割された各周壁には、径方向の外側に突出す
る突起が交互に凸設されている。なお、図２（ｂ）に示されるように、柄１１の上端部は
、回転連結管１３の内部空間にて、上記アーム回転軸２１Ａを包み込むように、該回転連
結管１３に連結される。
【００２４】
　このような構成によれば、連結部の先端では、前後方向に延びるアーム回転軸２１Ａを
中心にして払拭部１２が回転する。この間、柄１１の内部空間と払拭部１２の内部空間と
は、アーム回転軸２１Ａを介して互いに連通し続ける。すなわち、柄１１の先端部では、
左右方向に延びる管回転軸１１Ａと前後方向に延びるアーム回転軸２１Ａとを中心にして
払拭部１２が回転する。そして、払拭部１２が三次元的に回転する間、柄１１の内部空間
と払拭部１２の内部空間とが互いに連通し続ける。なお、アーム回転軸２１Ａを構成する
周壁には、径方向の外側に突出する突起が凸設されているため、こうした払拭部１２と回
転連結管１３との連結が確実なものとなる。
【００２５】
　（第１中空アーム２１）
　図５（ａ）に示されるように、第１中空アーム２１は、Ｌ字状に屈曲した中空の柱状部
材であって、回転連結管１３に連結される屈曲部２１Ｂと、該屈曲部２１Ｂから前方へ延
びる上側払拭筒２１Ｔとからなる。この第１中空アーム２１を構成する各側面のうち、第
２中空アーム２２と向い合う側面である上側払拭面２１Ｆには、その左右方向の中央に、
前後方向の全幅にわたって、ブラシＢｒ１が植設されている。また、上側払拭面２１Ｆに
は、上記ブラシＢｒ１が左右方向の両側から挟まれるように、屈曲部２１Ｂ及び上側払拭
筒２１Ｔの前後方向の略全幅にわたって、複数の吸引孔２１Ｈが貫通している。こうした
ブラシＢｒ１と吸引孔２１Ｈとの配列によれば、回転翼ＣＦ４等の清掃対象に対し、第１
中空アーム２１が左右両方向に移動しても、ブラシＢｒ１によって除去された塵は、該ブ
ラシＢｒ１の右側あるいは左側に隣接する吸引孔２１Ｈによって吸引される。それゆえに
、シーリングファンＣＦから舞い落ちる塵の量を抑制することができる。
【００２６】
　また、上記屈曲部２１Ｂにて互いに向い合う左右両側面２１Ｌ，２１Ｒには、一対の接
続軸２１Ｃが、各々の軸心を一致させるように凸設されている。また、左右両側面２１Ｌ
，２１Ｒには、接続軸２１Ｃの後側に、該接続軸２１Ｃよりも小さい凸部である係止部２
１Ｋが凸設されている。一方、上側払拭面２１Ｆのうちで一対の接続軸２１Ｃに挟まれる
部分には、アーム回転軸２１Ａとは反対側に向けて開口する第１アーム連通口２１Ｄが形
成される。そして、この第１アーム連通口２１Ｄが第２中空アーム２２と連通することに
よって、一対の中空アーム２１，２２が互いに連通することとなる。
【００２７】
　なお、上側払拭面２１Ｆの前側端部には、取り付け口２１Ｅが開口している。この取り
付け口２１Ｅには、該取り付け口２１Ｅが塞がれるように、図示されないアタッチメント
が装着される。例えば、先細りする筒状のアタッチメントが取り付け口２１Ｅに取り付け
られることによって、シーリングファンＣＦにおける狭い隙間に対して吸引力を作用させ
ることが可能となる。
【００２８】
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　（第２中空アーム２２）
　図５（ｂ）に示されるように、第２中空アーム２２は、前後方向に延びる中空の矩形柱
状部材である。この第２中空アーム２２を構成する各側面のうち、第１中空アーム２１と
向い合う側面である下側払拭面２２Ｆには、その左右方向の中央に、前後方向の全幅にわ
たって、ブラシＢｒ２が植設されている。また、下側払拭面２２Ｆには、上記ブラシＢｒ
２が左右方向の両側から挟まれるように、前後方向の略全幅にわたって、複数の吸引孔２
２Ｈが貫通している。こうしたブラシＢｒ２と吸引孔２２Ｈとの配列によれば、回転翼Ｃ
Ｆ４等の清掃対象に対し、第２中空アーム２２が左右両方向に移動しても、ブラシＢｒ２
によって除去された塵は、該ブラシＢｒ２の右側あるいは左側に隣接する吸引孔２２Ｈに
よって吸引される。それゆえに、シーリングファンＣＦから舞い落ちる塵の量を抑制する
ことができる。
【００２９】
　また、第２中空アーム２２を構成する各側面のうち、互いに向い合う左右両側面２２Ｌ
，２２Ｒには、一対の軸受孔２２Ｃが、各々の中心を一致させるように貫通している。こ
れら軸受孔２２Ｃの各々には、上述した第１中空アーム２１の接続軸２１Ｃが軸支され、
これによって、第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とが蝶番構造を介して連結され
ている。また、左右両側面２２Ｌ，２２Ｒの各々には、軸受孔２２Ｃの後方に、該軸受孔
２２Ｃよりも小さい閉係止孔Ｋ１と開係止孔Ｋ２とが貫通している。これら２つの係止孔
Ｋ１，Ｋ２は、軸受孔２２Ｃとの距離が互いに等しく、また、上述した係止部２１Ｋが嵌
合可能な大きさで形成されている。また、軸受孔２２Ｃと閉係止孔Ｋ１とを結ぶ直線と、
該軸受孔２２Ｃと開係止孔Ｋ２とを結ぶ直線とのなす角度は、略９０°である。
【００３０】
　また、第２中空アーム２２を構成する各側面のうち、上記第１中空アーム２１の屈曲部
２１Ｂと向い合う部分には、第２アーム連通口２２Ｄが開口している。そして、この第２
アーム連通口２２Ｄが第１中空アーム２１と連通することによって、一対の中空アーム２
１，２２が互いに連通することとなる。
【００３１】
　そして、上述した蝶番構造によって両中空アーム２１，２２が互いに連結されることに
より、第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とのなす角度が変わる。例えば、第１中
空アーム２１と第２中空アーム２２とのなす角度が略０°となる場合には、図２（ｂ）に
示されるように、第２アーム連通口２２Ｄを通して第１アーム連通口２１Ｄが第２中空ア
ーム２２内に配置される。この際、第１中空アーム２１の係止部２１Ｋが第２中空アーム
２２の閉係止孔Ｋ１に嵌り、これにより、上述したなす角度が０°となる状態（閉状態）
が維持される。一方、第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とのなす角度が略０°よ
りも大きくなるように、第１中空アーム２１又は第２中空アーム２２に外力が加えられる
と、係止部２１Ｋが閉係止孔Ｋ１から外れる。そして、上述した閉状態から、第２中空ア
ーム２２が第１中空アーム２１に対して左回りに回転し、これに伴い、第１アーム連通口
２１Ｄが第２中空アーム２２内から徐々に離れる。さらに、第１中空アーム２１と第２中
空アーム２２とのなす角度が略９０°になると、第１アーム連通口２１Ｄが第２中空アー
ム２２の側壁で塞がれる。すなわち、一対の中空アーム２１，２２のなす角度が大きくな
ることによって、一対の中空アーム２１，２２間の連通が遮断されて、これにより、第１
中空アーム２１のみから塵が吸引されることとなる。そのため、第１中空アーム２１のみ
によってシーリングファンＣＦの清掃が行われる場合には、電気掃除機ＣＬの吸引力が第
２中空アーム２２にて無駄に使用されることがない。この際、第１中空アーム２１の係止
部２１Ｋが第２中空アーム２２の開係止孔Ｋ２に嵌り、これにより、上述したなす角度が
９０°となる状態（開状態）が維持される。
【００３２】
　そして、回転翼ＣＦ４を掃除する際には、まず、払拭部１２が開状態にされる。次いで
、回転翼ＣＦ４の下面に下側払拭面２２Ｆが向かい合わされる、あるいは回転翼ＣＦ４の
上面に上側払拭面２１Ｆが向い合わされる。続いて、払拭部１２が閉状態となるように、
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柄１１又は回転連結管１３の配置が変更される。このようにして第１中空アーム２１と第
２中空アーム２２との間に回転翼ＣＦ４が挟持されると、電気掃除機ＣＬが駆動されると
ともに、回転翼ＣＦ４の長手方向の全幅にわたって払拭部１２が走査される。これにより
、回転翼ＣＦ４の上面及び下面の全体がブラシによって払拭されるとともに、この間、回
転翼ＣＦ４から取り除かれた塵が各吸引孔２１Ｈ，２２Ｈから吸引される。
【００３３】
　以上、本実施形態によれば、以下列記するような効果が得られるようになる。
　（１）回転翼ＣＦ４において互いに対向する一対の主面は、一対の中空アーム２１，２
２のブラシＢｒ１，Ｂｒ２によって払拭される。また、一対の中空アーム２１，２２の各
々の内部空間が電気掃除機ＣＬのホースＨに連通するため、一対の中空アーム２１，２２
の各々では、該中空アーム２１，２２の払拭によって除去された塵の殆どが、該中空アー
ム２１，２２の吸引孔２１Ｈ，２２Ｈへ集塵される。すなわち、シーリングファンＣＦの
回転翼ＣＦ４に対し、互いに向い合う上方及び下方から塵が吸引される。それゆえに、シ
ーリングファンＣＦの回転翼ＣＦ４に対し一つの方向から塵が吸引される場合と比較して
、シーリングファンＣＦの清掃時に塵が舞うことを抑えることが可能である。
【００３４】
　（２）第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とのなす角度が変わるため、これらの
なす角度が大きい状態で一対の中空アーム２１，２２を回転翼に近づけた後、これらのな
す角度を小さくして該回転翼ＣＦ４を一対の中空アーム２１，２２で挟むことが可能とな
る。そのため、回転翼ＣＦ４の形状や配置に合わせて一対の中空アーム２１，２２を配置
することが容易となる。また、一対の中空アーム２１，２２のなす角度が大きい状態で各
中空アームから塵を吸引することができるため、回転翼ＣＦ４以外の部位を清掃すること
も可能である。
【００３５】
　（３）また、蝶番構造を開いたまま掃除することによって、払拭部１２が挟持すること
ができない程度の厚みを有するモーターＣＦ３であっても掃除することができる。
　（４）一対の中空アーム２１，２２のなす角度が大きくなることによって一対の中空ア
ーム２１，２２間の連通が遮断されて、これにより、第１中空アーム２１のみから塵が吸
引されることとなる。そのため、第１中空アーム２１のみによってシーリングファンＣＦ
の清掃が行われる場合には、電気掃除機ＣＬの吸引力が第２中空アーム２２にて無駄に使
用されることがない。
【００３６】
　（５）ホースＨ、柄１１、及び回転連結管１３が固定された状態であっても、これらに
対して一対の中空アーム２１，２２が回転することとなる。そのため、一対の中空アーム
２１，２２が回転する分、ホースＨ、柄１１、及び回転連結管１３の配置を変える頻度が
少なくなる。それゆえに、シーリングファンＣＦの清掃に求められる負荷を軽減すること
が可能となる。
【００３７】
　（６）互いに交差する管回転軸１１Ａ及びアーム回転軸２１Ａを中心として、柄１１に
対して一対の中空アーム２１，２２を回転させることができる。それゆえに、柄１１に対
し互いに交差する二つの回転軸で一対の中空アーム２１，２２が回転する分、柄１１の配
置を変える頻度が少なくなる。それゆえに、シーリングファンＣＦの清掃に求められる負
荷を軽減することが可能となる。
【００３８】
　なお、上記実施形態は、以下のような変更して実施することもできる。
　・柄１１と回転連結管１３との連結構造は、回転軸を介して連結される構造に限られず
、例えば、蛇腹を介して連結される構造としてもよい。このような構造であっても、上記
（１）～（６）に準じた効果を得ることができる。
【００３９】
　・第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とが上下反転した構成であってもよい。す
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なわち、第１中空アーム２１が上側払拭筒２１Ｔのみから構成され、第２中空アーム２２
が屈曲部２１Ｂを有する構成としてもよい。あるいは、上側払拭筒２１Ｔと屈曲部２１Ｂ
とが互いに異なる別部材で構成されていてもよい。このようにしても、上記（１）～（６
）に準じた効果を得ることができる。
【００４０】
　・第１中空アーム２１には、アーム回転軸２１Ａに換えて、左右方向に延びる管回転軸
１１Ａが設けられ、また、柄１１には、管回転軸１１Ａに換えて、前後方向に延びるアー
ム回転軸２１Ａが設けられるようにしてもよい。これに伴い、回転連結管１３における連
結孔１３Ａの配置を変更することによって、上記（１）～（６）に準じた効果を得ること
ができる。
【００４１】
　・回転連結管１３が割愛されて、払拭部１２に柄１１が直接連結されていてもよい。そ
の際、柄１１と払拭部１２とがアーム回転軸２１Ａを介して連結されることが望ましい。
このようにすれば、上記（１）～（５）に準じた効果を得ることができる。
【００４２】
　・上側払拭面２１Ｆの左右方向の幅よりも下側払拭面２２Ｆの左右方向の幅が広くても
よい。このような構成であれば、下側払拭面２２Ｆに相当する広い範囲にわたって吸引孔
２２Ｈが形成されるようにもなるため、ブラシＢｒ１によって除去された塵をこの吸引孔
２２Ｈで十分に集塵することが可能である。このようにしても、上記（１）に準じた効果
を得ることができる。
【００４３】
　・ブラシＢｒ１が上側払拭面２１Ｆの全面に植設され、また、ブラシＢｒ２が下側払拭
面２２Ｆの全面に植設されていてもよい。このとき、ブラシＢｒ１，Ｂｒ２に囲繞される
ように吸引孔２１Ｈ，２２Ｈが設けられるようにしてもよい。このような構成であっても
、上記（１）に準じた効果を得ることができる。
【００４４】
　・第１中空アーム２１の取り付け口２１Ｅはキャップによって閉塞されるようにするこ
とにより、吸引孔２１Ｈの吸引力に加えて、吸引孔２２Ｈの吸引力も増強することができ
る。
【００４５】
　・第２中空アーム２２の先端にも開口を設けるようにして、第２中空アーム２２の先端
にもアタッチメントの付加を可能すれば、掃除対象を増やすことができる。
　・柄１１が伸縮自在となる構造であってもよい。これにより、シーリングファンＣＦの
設置高さの選択肢を増やすことができる。
【００４６】
　・開状態の払拭部１２において、第１アーム連通口２１Ｄと第２アーム連通口２２Ｄと
が連通する構成であってもよい。このような構成であっても、各吸引孔２１Ｈ，２２Ｈを
介して塵を吸引することができるため、上記（１）～（３）に準じた効果を得ることがで
きる。
【００４７】
　・第１中空アーム２１と第２中空アーム２２とが一体化した構成、すなわち払拭部１２
が蝶番構造を有しない構成であってもよい。このようにしても、上記（１）の効果を得る
ことができる。
【００４８】
　・回転翼ＣＦ４の枚数を５枚としたがその枚数はこれに限られない。回転翼ＣＦ４の枚
数は２枚以上であればよい。また回転翼ＣＦ４における主面はいずれも水平面に対して１
５°だけ傾いているとしたがこれに限られない。回転翼ＣＦ４の回転によって上昇気流又
は下降気流を発生させることができるのであれば、前記主面の水平面に対する傾斜角度は
特定の値に限定されない。
【符号の説明】
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【００４９】
Ｃ…天井、Ｆ…床、ＣＦ…シーリングファン、ＣＦ１…取り付け部、ＣＦ２…ロッド、Ｃ
Ｆ３…モーター、ＣＦ４…回転翼、ＣＬ…電気掃除機、Ｈ…ホース、１０…シーリングフ
ァン用清掃具、１１…柄、１１Ｈ…被挿入口、１１Ｌ，２１Ｌ，２２Ｌ…左側面、１１Ｒ
，２１Ｒ，２２Ｒ…右側面、１１Ａ…管回転軸、１１Ｓ…ストッパ、１２…払拭部、１３
…回転連結管、１３Ａ…連結孔、１３Ｂ…軸支孔、１３Ｃ…ガイド孔、２１…第１中空ア
ーム、２１Ａ…アーム回転軸、２１Ｂ…屈曲部、２１Ｔ…上側払拭筒、２１Ｆ…上側払拭
面、２１Ｋ…係止部、Ｂｒ１，Ｂｒ２…ブラシ、２１Ｈ，２２Ｈ…吸引孔、２１Ｃ…接続
軸、２１Ｄ…第一アーム連通口、２１Ｅ…取り付け口、２２…第２中空アーム、２２Ｆ…
下側払拭面、２２Ｃ…軸受孔、２２Ｄ…第２アーム連通口、Ｋ１…閉係止孔、Ｋ２…開係
止孔。

【図１】 【図２】
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